
SDGs の達成に向けた取組 

 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 
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(一社)アスリート工房 

代表者 

譜久里 武 

私たちアスリート工房は、「すべての人に健康と福祉を（SDGs 目標 3）」をはじめ

とする持続可能な開発目標（SDGs）を活動の柱とし、地域に根ざしたスポーツ・福

祉・教育事業を展開しています。年齢や障がいの有無、経済状況にかかわらず、す

べての人が安心して参加できる環境づくりに努め、多様性を大切にした持続可能な

社会の実現を目指しています。 

 

①目標 3：すべての人に健康と福祉を 

障がいの有無に関係なく、幅広い世代（幼児〜マスターズ世代）でスポーツを楽し

みながら健康づくりを推進しています 。 

 

② 目標 10：人や国の不平等をなくそう 

生活困窮世帯に対し、子どもの月会費を無料にするなどの支援を展開し、経済的事

情によってスポーツ機会を失う家庭を支援しています 。 

 

 ③目標 11：住み続けられるまちづくりを 

県内 4 市町村で学童クラブの開設や放課後児童デイサービスの提供を通じ、地域の

課題（待機児童問題など）解決に貢献しています 。 

 

④⑤目標 14：海の豊かさを守ろう、 15：陸の豊かさも守ろう 

・利用者のサイズアウトした服や靴の再利用を行っています。 

・コピー用紙の削減の為、裏紙を積極的に利用する取組を行っています。 

 

⑥ 目標 17：パートナーシップで目標を達成しよう 

地元企業や自治体、多様な団体と連携して持続可能な活動を推進しています 。 
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行政書士法人いけね事

務所 

代表社員 

池根 均 

行政書士法人いけね事務所は、沖縄県うるま市本店と名護営業所を拠点とし、

「建設業に特化」した行政書士事務所です。 

「最善のサポートでお客様に安心と満足を与え続ける」を経営理念に掲げ、以下の

業務を通じて地域社会のインフラを支える建設業者様を全力で支援しています。 

 

行政書士法人いけね事務所 SDGs への取り組み  

 

【経済】 

① 建設業の経営基盤強化 

  県内建設業者に対し、建設業許可や経営事項審査（経審）、入札参加資格申請

の手続きを迅速に代行することで、公共工事の受注機会拡大と企業の持続的な

成長を支援しています。 

 

② 創業支援による経済活性化 

  建設業等の法人化（法人なり）や会社設立において、電子定款作成等のサポー

トを行い、地域産業の担い手となる企業のスタートアップを支援しています。 

 

【社会】 

① 建設技能者の処遇改善と労働環境の整備 

  「建設キャリアアップシステム（CCUS）」の登録代行を推進し、技能者の能力

評価と処遇改善を後押ししています。 

  また、手続きを通じて社会保険や労災保険の加入状況を確認・助言し、労働 

者の安全と福祉の向上に寄与しています。 

 

② 法令順守の啓発とパートナーシップ 

  ブログ等で建設業法や無許可営業のリスクについて情報を発信し、コンプライ

アンス意識の向上を図っています。 

  また、他士業と連携し、複雑な手続きをワンストップで解決する体制を構築し

ています。 

 

【環境】 

① 廃棄物の適正処理の推進 
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  産業廃棄物収集運搬業・処分業許可や解体工事業登録の申請支援を通じ、不法

投棄の防止と資源循環型社会の形成に貢献しています。 

 

② ペーパーレス化の推進 

  電子定款や各種申請の電子化を積極的に取り入れ、紙資源の削減と業務効率化

による環境負荷低減に取り組んでいます。 
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特定非営利活動法人 

沖縄がん教育サポート

センター 

理事長 

徳元 亮太 

本法人は、沖縄県内の小学校・中学校・高等学校を中心に「がん教育」を実施

し、健康と命の大切さ、疾病予防、共生社会への理解を深める教育活動を行ってい

る団体である。SDGs の達成に向けた取り組み方針として、がん教育を通じて子ども

たちの健康意識の向上、思いやりの心の育成、将来にわたる健康行動の基盤づくり

を目指している。 

 

3. すべての人に健康と福祉を（SDGs 目標 3） 

・小中高校での「命の授業」により、がん予防、生活習慣改善、早期発見の重要性

を伝えている 

・検診受診の意義を紹介し、将来の健康行動につながる意識づくりを実施 

・がん経験者の体験談を通じて、健康への関心と命の大切さを伝えている 

・地域イベントや講演会で健康啓発活動を行い、幅広い世代へ情報発信 

 

4. 質の高い教育をみんなに（SDGs 目標 4） 

・沖縄県内の小中高校へ出向く出張授業の実施 

・琉球大学保健学部と連携したがん教育外部講師育成研修 

・教員向けがん教育研修会の開催 

・離島や遠隔地の学校にも講師を派遣し、教育機会の均等化を推進 

・医療従事者と当事者が協働する実践的な授業の提供 

 

10. 人や国の不平等をなくそう（SDGs 目標 10） 

・がん患者や家族への理解を深める授業を実施し、偏見や差別の解消に取り組んで

いる 

・地域や経済状況に関係なく学べる教育機会を提供 

・正しい健康情報を広く発信し、情報格差の解消を推進 

・共生社会の実現をテーマとした教育を実施 

 

17. パートナーシップで目標を達成しよう（SDGs 目標 17） 

・沖縄県教育庁、保健医療介護部、沖縄県がん対策推進協議会、沖縄県医師会等と

連携 

・琉球大学保健学部との協働による講師育成 

・医療・教育・当事者が協力する体制で継続的に活動 
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医療法人光和会 

理事長 

宜野座 治男 

当法人では、SDGs の理念である「誰一人取り残さない社会」の実現を目指し、医

療・介護・福祉分野における持続可能な事業運営に取り組んでいます。 

 

【ゴール 5・8】 

特に人材不足が深刻化する介護分野において、働きやすい職場環境の整備と人材育

成を重要な経営課題と位置づけています。研修・教育制度を体系的に整備し、職員

の知識・技術向上とサービス品質の向上を図るとともに、性別や国籍に関係なく多

様な人材が活躍できるダイバーシティ推進に取り組んでいます。 

また、シフト制度の整備、健康支援、休暇を取得しやすい体制づくりなど、労働環

境の改善を進め、職員が安心して長く働ける職場づくりを推進しています。 

 

【ゴール 3・11】 

利用者に対しては、体操・散歩・レクリエーション等を通じた心身の健康づくり

や、ICT 機器の活用によるコミュニケーション支援・業務効率化を図り、生活の質

（QOL）の向上に努めています。 
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株式会社 琉興建設 

代表取締役 

西本 れおな 

株式会社琉興建設においては、以下３点の SDGs 活動を取り組んでいます。 

 

【3.すべての人に健康と福祉を】 

 ・現場での熱中症対策として水分摂取・塩分チャージなどを配布 

 ・従業員の健康管理のために年 1回健康診断を実施 

 

【11.住み続けられるまちづくりを】 

 ・騒音・振動・粉じん対策など、周辺環境への配慮 

 ・地域と共存する建設活動の実施 

 

【12.つくる責任つかう責任】 

 ・建設廃材の分別・リサイクルの徹底 

 

 
 

 

 

 

 

 

 


